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 福島第一原子力発電所の水処理二次廃棄物の固化処理について、アルカリ刺激材料（AAM）の適用性検討

を進めている。固化処理を行った廃棄体は、処分にあたって一定の基準を満足する必要がある。しかし本研

究において、同一ロットの原料であっても、購入時期の異なるものを使用した場合に、AAM の粘性、圧縮強

度等に差が生じることが分かった。原料分析の結果、結晶相および Al の溶出量の差異が影響を与えている可

能性が示唆された。 
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1. 緒言 
 東京電力福島第一原子力発電所で発生する水処理二次廃棄物の固化処理に対するカリウム系 AAM の適用

可能性の検討にあたって、実処理時のワーカビリティ、廃棄体保管時の安全性等の確保が求められる。ペー

スト状態の流動性や固化体の圧縮強度等の物性が、常に一定の基準を満足する必要があるが、AAM は天然の

粘土鉱物を原料とするため、物性にばらつきが生じる。そのため、AAM の物性に係る知見の蓄積が不可欠で

あり、既報[1]ではカリウム系 AAM の粘性や圧縮強度等を調査した。同一ロットで購入時期の異なる原料（メ

タカオリン）を用いて、同一条件で試験した場合に、AAM の粘性、圧縮強度等に差異が確認され、AAM の

適用可能性に係る課題が明らかとなった。本報では、メタカオリンの分析を実施し、AAM の物性に差が生じ

た要因を探索した結果を報告する。 
2. 材料および試験方法 
 既報の AAM の作製に用いたメタカオリンは、IMERYS 製の同一ロットの Metastar501（Lot. SC18309AB12）
で、購入時期の異なるものである。2019 年の購入品を MS-A、2020 年の購入品を MS-B と示す。MS-A と MS-
B の差異の要因として、輸送時の振動等による粒子性状の変化や原料の熱処理時の温度勾配による結晶相、

非晶質相の違いが考えられる。そのため、メタカオリンの粒度分布、比表面積、結晶相、元素組成の分析を

行った。また AAM の固化メカニズムとして、メタカオリンとアルカリの接触により、アルミニウム（Al）が

溶出して硬化が進行するため、誘導結合プラズマ発光分光分析装置を用いてメタカオリンを 1M 水酸化カリ

ウム溶液に浸漬させた際の Al の溶出量を測定した。 
3. 試験結果、考察および結論 
 MS-A および MS-B について、粒度分布、比表面積に差はなかった。

元素組成は SiO2 および Al2O3 に約 1%の差があったが、SiO2/Al2O3 比

では同程度であった。X 線回折パターンは、他の文献[2]の Metastar501
の回折パターンと一致した。図 1 に示す通り、MS-B では MS-A よ

り、アルミノケイ酸塩鉱物のピーク強度が高く、結晶相の比率に差が

あることが分かった。また Al の溶出量は、MS-B と比較して MS-A
では約 1.5 倍多かった。メタカオリンは、原料のアルミノケイ酸塩鉱

物を加熱処理により非晶質化し、アルカリへの反応性を高めたもの

である。同一ロットのメタカオリンであっても何らかの原因で非晶質相の割合が不均一であり、Al の溶出量

に差が生じたことが、AAM の粘性、圧縮強度等に差をもたらした要因であると考えられた。 
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図 1 MS-A・MS-B の XRD パターン 
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